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国
民
全
体
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
厚
生
労
働
分
野
に
お
け
る
国
家
戦
略
特
区
に
関
す
る
質
問
主
意
書

日
本
経
済
再
生
本
部
は
、
十
月
十
八
日
に
「
国
家
戦
略
特
区
に
お
け
る
規
制
改
革
事
項
等
の
検
討
方
針
」
を
決
定
し
た
。
こ

の
中
で
は
、
医
療
や
雇
用
と
い
う
厚
生
労
働
分
野
に
お
い
て
も
特
例
措
置
を
検
討
、
具
体
化
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
国
家
戦
略
特

区
関
連
法
案
を
臨
時
国
会
に
提
出
す
る
な
ど
、
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
以
下
の
と
お
り
質
問
す
る
。

一

特
区
に
お
い
て
病
床
の
新
設
・
増
床
が
容
認
さ
れ
た
場
合
に
、
特
区
外
の
と
り
わ
け
地
方
か
ら
、
医
師
や
看
護
師
な
ど
の

人
材
が
特
区
に
吸
い
上
げ
ら
れ
、
地
方
に
お
け
る
医
師
や
看
護
師
な
ど
の
不
足
が
生
じ
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
事

態
を
回
避
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
施
策
を
想
定
し
て
い
ま
す
か
。

二

雇
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
特
区
の
み
で
活
用
さ
れ
る
の
で
す
か
、
そ
れ
と
も
全
国
で
活
用
さ
れ
る
の
で
す
か
。

三

も
し
雇
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
全
国
で
活
用
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
国
家
戦
略
特
区
法
案
の
中
で
規
定
す
る
こ
と
は
問
題
で

は
な
い
で
す
か
。

四

解
雇
に
関
し
て
、
従
来
の
判
例
で
は
、
十
分
に
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
領
域
を
雇
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
明
確
に
す
る
こ
と

は
あ
り
得
ま
す
か
。

一



五

四
に
つ
い
て
、
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
明
確
に
す
る
こ
と
」
は
、
裁
判
例
の
分
析
・
類
型
化
と
は
異
な
り
ま
す
か
。

六

雇
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
規
定
さ
れ
る
こ
と
は
、
今
ま
で
の
判
例
の
範
囲
内
で
す
か
、
そ
れ
と
も
範
囲
外
に
及
び
ま
す
か
。

七

判
例
の
範
囲
外
に
及
ぶ
な
ら
、
「
裁
判
例
の
分
析
・
類
型
化
に
よ
る
雇
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
逸
脱
し
ま
せ
ん
か
。

八

裁
判
例
の
積
み
重
ね
と
異
な
る
新
し
い
ル
ー
ル
を
雇
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
作
る
の
で
す
か
。
労
働
契
約
法
十
六
条
を
改
正

せ
ず
に
、
雇
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
、
裁
判
例
の
積
み
重
ね
と
異
な
る
新
し
い
ル
ー
ル
を
作
る
こ
と
は
、
法
的
に
許
さ
れ

ま
す
か
。

九

雇
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
裁
判
に
影
響
を
与
え
る
の
で
す
か
。
影
響
を
与
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
「
裁
判
例
の
分
析
・
類
型

化
」
を
超
え
て
、
雇
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
裁
判
所
の
判
断
を
左
右
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
。

十

雇
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
で
策
定
す
る
の
で
す
か
。
厚
生
労
働
省
を
中
心
に
策
定
す
る
の

で
す
か
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
労
働
側
の
代
表
は
入
り
ま
す
か
。

十
一

雇
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
者
は
誰
が
決
め
ま
す
か
。
特
区
諮
問
会
議
が
決
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
労
働
法
制
を

所
管
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
入
ら
ず
に
、
特
区
諮
問
会
議
が
雇
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
こ
と
は
問
題
で
は
な
い
で
す

か
。

二



十
二

雇
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
労
働
政
策
審
議
会
を
通
さ
な
い
の
で
す
か
。
通
さ
な
い
と
す
れ
ば
問
題
で
は
な
い
で
す
か
。

十
三

国
家
戦
略
特
区
法
案
の
審
議
の
際
に
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
素
案
は
提
示
さ
れ
ま
す
か
。

十
四

も
し
、
雇
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
解
雇
ル
ー
ル
が
明
確
化
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
国
会
審
議
の
際

に
示
さ
れ
な
け
れ
ば
、
そ
の
審
議
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

十
五

雇
用
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
機
能
を
持
つ
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
か
。
当
該

機
能
は
、
労
働
基
準
監
督
署
な
ど
の
既
存
の
機
関
で
は
担
え
な
い
も
の
で
す
か
。
ま
た
、
準
司
法
的
機
能
あ
る
い
は
裁
判
外

紛
争
解
決
機
能
を
持
つ
可
能
性
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

十
六

雇
用
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
は
、
想
定
さ
れ
る
人
員
お
よ
び
そ
の
属
性
、
事
業
費
、
設
置
に
必
要
な
初
期
費
用

の
規
模
は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
。

十
七

有
期
雇
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
八
月
に
成
立
し
た
労
働
契
約
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
中
で
、
有
期
労

働
契
約
が
通
算
で
五
年
を
超
え
て
反
復
更
新
さ
れ
た
場
合
は
、
労
働
者
の
申
込
み
に
よ
り
、
無
期
労
働
契
約
に
転
換
す
る
こ

と
が
規
定
さ
れ
、
本
年
四
月
一
日
を
も
っ
て
施
行
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
未
だ
施
行
か
ら
半
年
余
り
し

か
経
過
し
て
い
な
い
中
で
、
「
全
国
規
模
の
規
制
改
革
と
し
て
労
働
政
策
審
議
会
に
お
い
て
早
急
の
検
討
」
を
行
う
と
し
た

三



背
景
に
は
、
改
正
法
の
成
立
や
施
行
以
降
、
ど
の
よ
う
な
状
況
の
変
化
や
問
題
が
生
じ
た
の
で
す
か
。

十
八

有
期
雇
用
に
つ
い
て
は
、
全
国
規
模
の
規
制
改
革
と
し
て
検
討
を
行
う
事
項
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
定
の
地
域
に
限

定
し
て
規
制
改
革
等
を
適
用
す
る
た
め
の
特
区
関
連
法
案
の
中
に
、
全
国
規
模
の
改
革
を
盛
り
込
む
こ
と
は
不
適
切
で
は
な

い
で
す
か
。

十
九

特
区
外
の
地
域
の
医
師
・
看
護
師
な
ど
の
不
足
、
憲
法
で
国
民
に
保
障
さ
れ
て
い
る
法
の
下
の
平
等
や
労
働
に
関
す
る

基
本
的
な
権
利
な
ど
、
厚
生
労
働
分
野
の
基
本
的
な
政
策
に
重
大
な
影
響
が
あ
る
国
家
戦
略
特
区
の
制
度
設
計
に
つ
い
て
、

厚
生
労
働
大
臣
が
構
成
員
と
な
ら
な
い
特
区
諮
問
会
議
で
決
定
さ
れ
る
こ
と
は
、
不
適
切
で
は
な
い
で
す
か
。

右
質
問
す
る
。

四


